


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とさえ言えます。｢自己有用感｣ の獲得が ｢自尊感情｣ の獲得につながるであろうことは、容




























































































○課題のとらえ方 → 実態分析 → 課題解決
のために必要な手立て → 実践 → 新たな
課題のとらえ
　いわゆるＰＤＣＡサイクル言われているもの
である。この中にリサーチ「Ｒ」も大切である
と考える。教師集団は保守的である。自らが受
けた教育が基盤であり，経験した枠から飛び出
すことがなかなかできない。だからこそ，研修
や視察が大切である。これをリサーチと位置づ
けることができる。私たちが知らないこと，そ
れが生徒たちを不幸にしてしまう。貴重な経
験・体験は，大切であるがために，固執してし
まうことが多々ある。教育の真理を忘れること
なく，信念をもち，理想を高く掲げていなくて
は，よりよい教育は実践できない。
─ 535 ─
「学び」からアプローチをする生徒指導
　Ａ中学校は，小規模対策による隣接校との統
合を余儀なくされ，平成１３年から続いた教科
教室型教育１２年間の幕を，平成２４年に閉じ
た。
　教育委員会学校計画課とのやりとりで，「小
規模だからこそ，教科教室型教育が実践され，
生徒の学びの保障がなされているのではない
か。」の私の問いかけに，「ならば，実践校が増
えていないのは何故か」と担当者は返答した。 
　教科教室型教育を経験している教師があまり
にも少ないこと，そして，予算がないという理
由で，学校施設の充実を検討してこなかった。
多大なる教育効果，それは学校改革ともいえる
ことがあったことへの認識不足を感じた。残念
ながら担当者から納得のある答えを得ることは
できなかった。「主体的・対話的で深い学び」
を実践していくためにふさわしい学習環境を，
再編統合を優先し，学びの大切さを軽視したと
も言える決定は残念でならない。
